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「2003楽器フェア」にAMEIブース出展

平成15年10月23日より26日まで４日間にわたって「２００３楽器フェア」がパシフィコ横浜で開催さ

れました。音楽関連157社が出展、天候にも恵まれ、４日間合計92,347名の入場者で賑わいました。

AMEIとして12小間のスペース（24M通路面×6M奥行き）をとり、９社とJSPAが参加し、

●コンピュータミュージックをテーマに「Macintosh MIDI&Audio Solution」ブースと

●シンセサイザーの進化をテーマに「MIDI Museum」ブース

の展示とデモを実施、又MIDI ハンドブックを無料配布した。

連日多くの音楽愛好家が詰め掛け、音楽ソフトの使い方・効果等のデモに聞き入った。
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提供会社 タイトル デモ内容

アップルコンピュータ（株）Ⅰ
すべての人に作曲の技を。
Apple Soundtrack
オーバービュー

誰でも最低限の費用と努力でオリジナル音楽をプロデュース出
来る話題のソフトウエア「Soundtrack」の魅力と活用法を紹介。

アップルコンピュータ（株）Ⅱ
（協力（株）ミデイア）

Emagic Logicクイックツア－
Logicの魅力を凝縮して案内

世界中のミュージシャンから熱い支持を得ているEmagic Logicを
使い、その魅力を凝縮して紹介。

アイデックス音楽総研（株）Ⅰ モーグ・モジュラーＶ
徹底解説

基本性能と音色作成方法を中心に紹介。音作りの基本から様々
な機能の活用法まで分りやすく伝授されました。

アイデックス音楽総研（株）Ⅱ ストーム2.0で音楽制作
おまかせ！

「作曲ウイザード」や「ホール」等の機能を使用した新次元の音
楽制作をじっくり楽しく説明されました。

（株）オービットミューズテクスⅠ
MOTU社最新ラインアップを
一度にご紹介する
デモンストレーション

プラグイン等を組み合わせた機能紹介や映像に対しての効果音
や音楽を編集するMA作業等が紹介された。

（株）オービットミューズテクスⅡ “Bright Size Mind” Live！
「サウンド ＆ レコーディング01アベニュー」のMOTUコーナー
で連載を行っている佐倉繁氏による、192KHzレコーデイングプ
ロジェクト等の様々なアーティストとの活動が紹介された。

（株）コルグ Audio＆Visual
Performance

MacintoshをベースにmicroKONTROL、KAOSS PAD Entrancerを
使用したライブパフォーマンスが披露された。

（株）フックアップ Melodyne2.0で実現する、
新次元のオーディオ編集

DAWとの連携が強化されたMelodyne2.0の実際をデモ。プラグイ
ン環境下での作業の実際と、その効率化がアピールされました。

（株）メディア・インテグレーション
DAW時代の定番音源
モジュールの最新型
「Sampletank２」デモ

音色、エンジン、エディット機能のすべてで大きな進化をとげ
たSampleTankの新バージョンが公開された。

ヤマハ（株） 01Xスペシャルセミナー Macintoshベースの音楽制作において01Xをフル活用した最新の
制作手法をご紹介されました。

ローランド（株） 次世代マシン「VariOS」の実力！
（ベースプレーヤー清水玲氏）

松浦亜弥、モーニング娘。等のレコーディングで活躍中の清水
玲によるセミナー。オーディオ処理の新機軸「VariOS」の実力
がデモされた。

参加各社のデモンストレーションの内容

AMEIブース出展の内容・報告

●「Macintosh MIDI＆Audio Solution」
提　　供：社団法人　音楽電子事業協会
後　　援：アップルコンピューター株式会社
参加企業：９社

アイデックス音楽総研株式会社
アップルコンピューター株式会社
株式会社エムオーディオ
株式会社オービット・ミューズテクス事業部
株式会社コルグ、株式会社フックアップ
株式会社メディア・インテグレーション
ヤマハ株式会社、ローランド株式会社

内　　容：音楽制作やオーデイオ編集のスタンダードと言
えるMacintoshの数々の最新音楽ソリューション
を一堂に集め、展示とデモステージを見て聞い
ての両方を楽しむコーナー
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往来の名器：MIDI誕生20年と共に発展してきた、アナログ
からデジタルまでシンセサイザー・ビンテー
ジモデルを一堂に集め、JSPAスタッフがその
進展を解説と演奏でデモする、トークショウ。

提供：社団法人　音楽電子事業協会
出展製品提供：株式会社コルグ、ヤマハ株式会社、ローラ

ンド株式会社、JSPA
往年の名器陳列：「ＣＺ－１０１」「８００ＤＶ」「Polysix」

「Ｍ１」「Jupiter－８」「Ｄ－５０」「ＭＣ８
シーケンサー」「ＤＸ１」「ＤＸ７」
「MoogⅢＣ」「ARP Odyssey」「EMUモジュ
ラ型」「Prophet－１０」

演奏と解説：日本シンセサイザープログラマー協会
・松武秀樹氏　ご存じYMOの第４のメンバー、

JSPA 会長
・大浜和史氏　プレーヤーとして開発にも関わっ

たMIDIのご意見番、JSPA理事長
・篠田元一氏　キーボード＆アレンジャーの第一

人者理論書の著者、JSPA理事
・福田裕彦氏　超パフォーマンスプレーヤー、音作りで

一世風靡した生福の福、JSPA会員

「MIDI（Synthesizer）Museum」

松武氏と篠田氏

福田氏と大浜氏と篠田氏



Ｑ１：DMN WG発足の経緯
と「DMN」の由来につ
いてお聞かせ下さい。

Ａ１：MIDIデータ（ファイル）
を製作、頒布する際の
主な目的は、楽音の再
生です。例えば、ある
企業がJASARCの管理
楽曲を「楽曲データ集」
としてFDやCD-ROM
に固定し販売する際
は、その企業はJAS-
RACに録音物としての
使用申請をし、録音物

の使用料を支払って許諾を得ています。
ところが、MIDIデータはその再生環境によっては

視覚的効果、例えば譜面の表示を伴うことも可能と
なります。このような場合、JASRACから「録音」以
外の権利行使をされるケースも目立ってきていますが、
その行使の基準が不明確なままであるのが現状です。
ご参考までに申し上げますと、録音物については

『視覚的表示を伴う音楽ソフト』の規程が、ネットで
の配信については「第12節インタラクティブ配信」
で使用料の規程があるものの、その適用基準がまだ
曖昧なんです。
この「譜面表示」機能を、MIDIをはじめとする

「デジタルによる音楽演奏データの記述（Digital
Music Notation＝DMN）」としてくくり、その著作権
的な課題の検討と問題の解決が必要ではないかと考
え、著作権・ソフト委員会を構成するソフト規格部
会に付属するWGとして設立を提案しました。
「DMN」より「デジタル楽譜」と称した方が一般

的には判りやすいと思うのですが、JASRAC使用料規
程（第4節出版等および第12節インタラクティブ配信）
で採用されている「楽譜」と等価かどうかのレベル
から考えたいという思いから、敢えてWG名には
「DMN」を採用しました。

Ｑ２：このＷＧで取り上げられるテーマについてお聞かせ
下さい。

Ａ２：簡単に言うと、紙で出版される以外のデジタル的な
方法で、譜面等の音楽情報を頒布する場合の権利処
理、使用料のあり方を考えます。頒布手段は録音
メディア、インタラクティブ配信の両方を対象にし
ます。
現在は既存のサービスにおいて問題が発生してい

る事例をリーディングケースとして取り上げ、その
解決案をWGメンバーで検討しています。たとえば、
1）再生環境の想定をMIDIデータの頒布者がどのよ
うに行うか。

2）紙で出版される「楽譜」との線引きをすべきか、
どうすれば可能か。

3）音楽演奏（再生）と同時に表示されるか否かで使
用料区分をすべきか。

4）プリンタによる印刷が可能か否かで使用料区分を
すべきか。

5）外国曲の使用許諾を簡単に得るためにはどうすれ
ばよいか。

などについて、議論を進めています。

Ｑ３：ＷＧのメンバー構成を教えて下さい。

Ａ３：現状で直面する課題を抱えているのは主に電子楽器
メーカーですが、この他にも将来に備え同じ問題意
識を持つシーケンスソフトメーカー、音楽コンテンツ
配信会社、携帯電話キャリア・端末機メーカーなど
計１３社がメンバーです。
2003年9月11日に発足し、これまで３回のミーティ

ングを行いました。まだスタートしたばかりのＷＧ
ですので、ご興味のある会員企業様は今からでも是
非ご参加ください。
（お問い合わせはAMEI事務局まで）

Ｑ４：これからの課題をお聞かせ下さい。

Ａ４：DMNの著作権を考えるときの問題の本質を明らかに
するとともに、現下のサービスを問題なく進められる
ようにその対応策も並行して立案しなければなりませ
ん。まだ問題の共有の段階ですが、できるだけ早く権
利者側への問題提起、具体的な使用の提案、要求等を
まとめ、前向きな協議を開始したいと思います。
先ほどJASRACを例にいろいろ申し上げましたが、

他の権利管理団体とも同じように調整を進めて行く
ことになると思います。
また、その過程において、既に円滑に進んでいる

他のビジネスにおいて許諾ルールや使用料等が変化
するような影響を及ばさないよう、十分に注意する
必要があると認識しています。今後議論を進める中
で、現状のソフト規格部会の範囲を越えるテーマが
出てきた場合はその対応を改めて考えたいと思って
います。
現時点でのDMN関連のビジネス規模は、通信カラ

オケや着信メロディなどの事業分野とは比較すべく
もない程度のものですが、MIDIの特長を活かせる領
域でもあり、将来登場するであろう新しいビジネス
モデルにも柔軟に対応できるよう、今からその考え
方をまとめておきたいと思います。
更に、海外に頒布する際の対応に備え、国外での

同種問題の取り上げられ方、対応などについての情
報収集も行う必要があると考えています。

～お忙しいところ、どうもありがとうございました。～

DMN－WG 三澤リーダーインタビュー
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著作権・ソフト委員会
ソフト規格部会
DMNワーキンググループ
リーダー　三澤洋一



Ｑ：応用研究部会の発足にいたる経緯についてご紹介いた
だけますか？

Ａ：MIDI規格検討部会とは別に次世代のMIDIを検討する必
要がある、とのMIDI幹事会での要請を受け1996年に発
足しました。

Ｑ：部会発足時点での活動内容についてご紹介いただけま
すか？

Ａ：発足当初よりIEEE1394という新しい伝送経路に、オー
ディオ信号に加えてMIDIを乗せるmLANという話題が
ヤマハから、又USBにMIDIを乗せる件もローランドよ
り提案され、その勉強会の実施と同時に情報の共有化
といったことが会合の中で行なわれました。又、部会
では当初、次世代のMIDIを検討する為には現状認識、
問題点の抽出を行なう必要がある、との方針になりギ
ター、ドラムといった鍵盤楽器以外から見たMIDIの在
り方等の別な側面からの検討も行ないました。
然し、この検討は現状の問題点の抽出に留まり、残

念ながら具体的な新規格の方針策定までには至りませ
んでした。

Ｑ：実際にIEEE1394としてまとめるまでにはかなり大変な
作業であったと思いますが？

Ａ：そうですね。mLANと平行してIEEE1394は次世代での
各種の拡張機能の応用手法を現実的に検討する材料と
して各社、実験に参加する方針となりヤマハのボード
提供等の協力により1998年 米国でのNAMMショーの際
にMMA総会の機会を利用して、各社実験機材を持ちよ
り接続実験デモを行ないました。
ボードはまだ試作段階で、デモ当日の会場でも調整

が必要な状態で大丈夫かと心配でしたが無事音を出す
ことが出来、MMAメンバーからも評価されました。

Ｑ：それでは、現状はどの様な状態なのでしょうか？

Ａ：その後の部会活動はIEEE1394にMIDIを乗せる為の規格
書作成をメインとしたMPWG（MUSICプロトコルワー
キンググループ）の活動が主体となり現在に至ってい
ます。
更に、MIDIワールドや日本で開催されたIEEE1394TA

（トレードアソシエーション）、1999年のNAMM時点で
のMMAへのデモ、同年国内に於いては、デジタルミュー
ジックフェアーに合わせてセミナーを行なうなど積極
的に活動いたしました。
この活動は規格案の最終的なまとめの後、承認段階

になった1999年末の時点で応用研究部会から独立し、
新たな1394プロジェクトに引継がれ、応用研究部会の
ワーキンググループとしてはその活動を終えました。
その後新テーマへの取り組みの話しもありましたが、

実現のためには、1394プロジェクトメンバーと重なる
ことが予想され各社の負担も考慮した結果、現時点で
は具体的な活動は行なわれておりません。

Ｑ：最後に部会活動の今後の抱負についてお聞かせ下さい。

Ａ：1394プロジェクトが発足するまで、色々なイベントを
行ないましたが各社から手弁当で参加して頂き、会社
の垣根を取り払って絶大な協力が得られたことで、当
初の目的が達成できたのは大きな成果だと思います。

反面、規格策定にはどうしても著作権その他、会社
間の問題を調整する必要があり、その難しさを実感し
ました。
応用研究部会としては原点に戻り次世代のMIDIにつ

いて考える必要があると思いますが、ここ数年間の状
況を見ると楽器としてのMIDI以外に携帯電話用として
の応用が注目されており又、画像処理への可能性も検
討されています。

又、楽器演奏情報の伝送を目的とした提案も出てき
ており、このままでは将来、色々な課題・問題が発生
することが予想されます。

MIDI規格は電子関連の規格としては唯一と言ってい
いほど長い期間にわたり業界標準として運用されてい
る規格で、その恩恵は楽器業界に限らず広く一般に広
がり音楽文化への貢献もしていると思います。

ここまで普及しているMIDIですので、新規格の必要
性の有無も含め広く皆様から意見を頂き、今後とも引
き続き検討を進めていく予定です。

以上
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AMEI 応用研究部会池内部会長インタビュー

AMEI 応用研究部会　池内順一部会長
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◎主催：社団法人音楽電子事業協会
協力：日本シンセサイザー・プログラマー協会

後援：アップルコンピュータ（株）、（株）インターネット、

（株）オービットミューズテクス、カモンミュージック（株）、

（株）ミディア、（株）メガフュージョン

ヤマハ（株）、ローランド（株）

◎MIDI 2級検定試験の目的
発展を続けるマルチメデイア社会の中で、文字や映像等と並び、重要な要素の一つに音／音楽があげられます。この音／

音楽の中心的役割を果しているのが、MIDI規格です。MIDI規格は、電子楽器の制御プロトコルとしての活用はもとより、電

子音楽のソフトウエア、コンピュータネットワークでやり取りされる音楽データや通信カラオケ、携帯電話の着信メロディ

の送受信データにいたるまで、音楽電子の事実上の標準規格となっています。このような状況のなか、MIDIを使った音楽制

作の現場ではMIDIに関する知識をもち、データの制作や・監修ができる人材が求められています。2級検定試験では、この

様な音楽制作現場で即戦力として活躍できる人材の認定を行うものです。従って認定試験のレベルは高度な水準を求めてい

ます、企業現場に音楽制作のプロとして推薦できる人材の育成と認定を目指すものです。

◎MIDI検定試験2級2次実技試験の実施要綱
●試験内容：MIDIデータ入力及び編集技能の実技試験、機材設定から課題項目制作まで課題曲スコアを参照し未完成MIDI

データにシーケンサー入力（未完成部分の入力、修正、編集等）し、MIDIデータを完成させる。90分。

●使用コンピュータ：Macintosh（OS10）、Windows（ＸＰ）

●使用シーケンサーソフト：Digital Performer、Logic Gold、Cubase SX、Recoｍposer、

Cakewalk SONAR３、SOL２、Singer Song Writer

●受験料：１０,０００円

●受験資格：２級筆記試験合格者

●試験日時及び会場

・東京会場：（Windows使用会場）平成16年2月14日（土）、15日（日）、16日（月）

FORUM8（新大宗ビル1号館５０９号室）

東京都渋谷区道玄坂２－１０－７

（Mac使用会場）平成16年2月28日（土）、29日（日）

アップルコンピュータ株式会社　セミナールーム

東京都新宿区西新宿３－２０－２　東京オペラシティタワー４８Ｆ

・大坂会場：（Windows＆Mac使用会場）平成16年2月21日（土）、22日（日）

マイドームおおさか８Ｆ　第一＆第二研修室

大阪市中央区本町橋２－５

●応募期間及び応募方法

・期間：平成15年12月10日（水）～平成16年1月20日（火）

・方法：所定の郵便振込用紙にて受験料の振込み（受験願書にもなっている）

●合格発表：16年3月25日（木）にmidilicense.com（ホームページに発表）

過去の累計合格者：383名

第5回 MIDI検定試験2級実技試験の実施予定
平成16年2月　東京・大阪で実施
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第7回AMEI MIDI規格委員会主催MMA Meeting出席及び
NAMM International Music Market 2004ビジネスツアー募集

費用に含まれるもの
（１）日程表に記載した航空運賃エコノミークラス運賃（成田

空港発着基準）、空港―ホテル間の専用送迎バス、団体行
動中のチップ

（２）日程表の滞在都市ホテル宿泊料金及び税金･サービス料
（ツインルームに２名様宿泊）

（３）お一人様スーツケース１個の手荷物運搬料（各航空会社の規定範囲内）
（４）団体行動中にドライバー・ガイドに支払うチップ
（５）期間中の朝食
（６）海外傷害保険（団体掛け）

費用に含まれないもの
（１）個人的性格の諸費用（電話代、クリーニング代、飲物費等）
（２）渡航手続き諸費用（新規旅券申請のための旅券印紙代、

新規旅券申請書類代行作成費用等）
（３）超過手荷物運搬料金
（４）現地宿泊ホテル―ＮＡＭＭ会場間の交通費
（５）日程表記載以外の国内移動費用
（６）現地オプショナルツアー代金（別途料金の小旅行）

（７）ホテルシングルルーム利用の場合の追加代金
（８）米国空港税（約5,000円）、成田空港施設使用料（@2,040円）
（９）航空機ビジネスクラス利用の場合の追加料金

（@別途ご案内いたします）
（１０）任意の海外旅行傷害保険

（個々のお客様から依頼のある海外旅行個人任意保険）
（１１）ＮＡＭＭ入場券

催　行 期 間：Ａコース：２００４年　１月１４日（水）～１月２０日（火）５泊７日
Ｂコース：２００４年　１月１４日（水）～１月１９日（月）４泊６日

旅　行　費　用：Ａコース：１６８，０００円（一人部屋追加代金：７５，０００円）
Ｂコース：１５３，０００円（一人部屋追加代金：６０，０００円）

利用予定航空会社：日本航空・全日空・ノースウエスト航空・ユナイテッド航空
利用予定ホテル：デラックスクラスのディズニーランドホテルを確約いたします。
最 少 催 行 人 員：１０名
申 込 締 切：２００３年１２月１９日（金）※以降空き状況確認の上ご対応いたします。

その他の都市、期間の延長などのアレンジも可能です。ご相談ください。

Bコース Aコース 地　　名 現地時間 交通機関 予　　　定 食事 
 1月14日 1月14日 東京（成日）発 午後 航空機 空路、ロサンゼルスへ（直行便利用）  夕：機内 
 （水） （水） ロサンゼルス着 午前 専用車 着後専用車にてホテルへ  昼：Ｘ 
       ＜アナハイム泊＞ 夕：Ｘ 
 1月15日 1月15日 アナハイム滞在   AMEI/MMA Unofficial-Meeting   朝：Ｏ 
 （木） （木） 　   （NAMM2004視察）  昼：Ｘ 
       ＜アナハイム泊＞ 夕：Ｘ 
 1月16日 1月16日 アナハイム滞在     朝：Ｏ 
 （金） （金） 　   （NAMM2004視察）  昼：Ｘ 
          ＜アナハイム泊＞ 夕：Ｘ 
 1月17日 1月17日 アナハイム滞在   AMEI/MMA Official-Meeting  朝：Ｏ 
 （土） （土） 　 　  （NAMM2004視察）  昼：Ｘ 
  　     ＜アナハイム泊＞ 夕：Ｘ 
 1月18日  アナハイム滞在   MMA総会参加  朝：Ｏ 
 （日）     （NAMM2004視察最終日）  昼：Ｘ 
       ＜アナハイム泊＞ 夕：Ｘ 
 1月19日 1月18日 ロサンゼルス空港へ 朝 専用車 空港へ  朝：Ｏ 
 （月） （日） ロサンゼルス発 午前 航空機 空路、帰国の途へ（直行便）  昼：Ｘ 
  　 　      ＜機中泊＞ 機内 
 1月20日 1月19日 東京（成田）着 午後   通関後、自由解散  機内 
 （火） （月）      （軽食） 
ご注意：この期間は見本市開催のためホテル事情は極めて厳しい状況となっております。お早めの申込をおすすめいたします。 
　　　　日程変更・別手配、通訳の手配などトータルでアレンジさせて頂きますので、ご希望の方はお問合せください。 

（上記に記載のないものは旅行代金に含まれません。その主なものを例示します。）

旅行企画：（社）音楽電子事業協会MIDI規格委員会
旅行主催： 国土交通大臣登録旅行業第64号

株式会社ジェイティービー

お問合わせ、お申込みは：
社団法人音楽電子事業協会 まで
ＴＥＬ 03-5226-8550 ＦＡＸ 03-5226-8549 
または webmaster@amei.or.jp

MIDI規格委員会では、今年もMMA Meeting / NAMMビジネ
スツアーの参加者募集を下記の通り実施いたします。この
ビジネスツアーでは、NAMMショーの視察に加えて、MMA
（MIDI Manufacturers Association）総会も開催され多くの
MMAメンバーも一同に会するこのNAMM期間中に現地にて

AMEI / MMA合同会議を開催し、相互の理解を深めることも
合わせてその目的としています。 
この会合に参加希望されない会員様には、全日自由行動と
なっていますので、NAMM2004の視察又は現地での商談な
どに、このツアーの利用をお勧めいたします。 



会員名簿（五十音順）  

 
株式会社アイ・オー・データ機器 
株式会社アイシックス 
アイデックス音楽総研株式会社 
アカイプロフェッショナルエムアイ株式会社 
アップルコンピュータ株式会社 
 
 
株式会社インターネット 
インフォコム株式会社 
 
 
株式会社エクシング 
NECエレクトロニクス株式会社 
ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 
エヌ・ティ・ティ・ビジュアル通信株式会社 
株式会社エフォート 
株式会社エム研 
株式会社エムゾーン 
株式会社エンターブレイン 
 
 
沖電気工業株式会社 
株式会社音響総合研究所 
 
 
カシオ計算機株式会社 
カモンミュージック株式会社 
株式会社河合楽器製作所 
 
 
株式会社キューブ 
京セラ株式会社 
 
 
株式会社グリオ 
クリムゾンテクノロジー株式会社 
 
 
ＫＤＤＩ株式会社 
株式会社コルグ 
 
 
コロムビア音響工業株式会社 
株式会社コンポジット 
 
 
株式会社サイバード 
株式会社サクセス 
株式会社サミーネットワークス 
株式会社三愛ギガネットワークスカンパニー 
 
 
株式会社シーティーエー 
株式会社シーミュージック 

J-フォン株式会社 
島村楽器株式会社 
株式会社JEUGIA 
学校法人　尚美学園 
 
 
株式会社ズーム 
株式会社鈴木楽器製作所 
 
 
セイコーインスツルメンツ（株） 
（株）セガ・ミュージック･ネットワークス 
 
 
ソニーサウンドコミュニケーション株式会社 
 
 
株式会社第一興商 
株式会社タイトー 
株式会社タムラ製作所 
 
 
株式会社ツーカーセルラー東京 
 
 
ティアック株式会社 
株式会社デノン 
株式会社電波新聞社 
 
 
東映ビデオ株式会社 
株式会社ドワンゴ 
 
 
ニフティ株式会社 
（学）片柳学園　日本工学院専門学校 
日本シンセサイザープログラマー協会 
（学）電子学園　日本電子専門学校 
日本ビクター株式会社 
 
 
ノキア・ジャパン株式会社 
 
 
パイオニア株式会社 
株式会社ハドソン 
パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 
 
 
ビーエムビーソフト株式会社 
ビクターレジャーシステム（株） 
 
 
株式会社フェイス 
フォスター電気株式会社　フォステクスカンパニー 

株式会社フォーサイド・ドット・コム 
株式会社フュートレック 
株式会社プリマ楽器 
 
 
松下電器産業株式会社 
 
 
三木楽器株式会社 
三井物産株式会社 
有限会社ミュージカルプラン 
（株）ミュージック･シーオー･ジェーピー 
株式会社ミュージックネットワーク 
ミュージックノート株式会社 
 
 
株式会社メロディーズ　アンド　メモリーズ　グローバル 
 
 
株式会社モリダイラ楽器 
 
 
ヤマハ株式会社 
財団法人ヤマハ音楽振興会 
ヤマハミュージックトレーディング（株） 
（株）ヤマハミュージックメディア 
 
 
（株）ユーズ･ビーエムビーエンタテイメント 
 
 
株式会社ラグナヒルズ 
 
 
株式会社リットーミュージック 
株式会社リムショット 
 
 
ローム株式会社 
ローランド株式会社 
 
 
株式会社ワキタ 

＜以上　正会員会社　88社＞ 
 
＜賛助会員＞ 
中音公司（中国） 
株式会社博秀工芸 
株式会社ミュージックトレード社 

＜以上　賛助会員会社　3社＞ 
 

2003/11/30　現在 

AMEI事務局に無線LAN敷設のご案内

AMEI事務局に無線LANが敷設されましたので、お知らせ致します。

◇設定・ネットワーク名（ESS-ID）：AMEI

・ネットワークキー（WEP）：*****

（事務局にお越しの際にご確認下さい）

◇仕様・54Mbps（IEEE802.11g）と11Mbps（IEEE802.11b）の同時通信

・DHCPサーバ割り当てIPアドレス　16台

ご利用頂くためには、お持ち込みのパソコンが無線LANに対応し

ている必要があります。

会議等でお越しの節は是非ご利用下さい。

「NHK趣味悠々」放送のご案内

とってもやさしい！中高年の為のパソコン講座

パソコンで音楽を楽しもう

■放送：教育テレビ／毎週火曜日

午後10時～10時25分

■再放送（翌週）：教育テレビ／毎週火曜日

午後0時30分～0時55分

■放送機関：2003年11月～12月

■ＨＰ：http://www.nhk-book.co.jp/

magazine/special/0211.html


